
項目 2014年度行動計画 2014年度活動実績 2015年度行動計画

1
技術による
世界への貢献

事業活動を
通じた
社会課題の
解決への貢献

• �重点戦略分野として注力する「ICT」
「自動車」「産業機器・エネルギー」に
おいて、社会課題の解決に貢献する
製品開発の促進継続

• �非接触給電（ICT）、ポジションセンサ
（自動車）、NTC温度センサ素子（産
業機器・エネルギー）などの開発を促
進

• �重点戦略分野として注力する「ICT」
「自動車」「産業機器・エネルギー」に
おいて、社会課題の解決に貢献する
製品開発の促進継続

2
人材の育成

モノづくり改革を
推進する
人材の育成

• �モノづくり伝承塾の実施継続
• �チーム編成に応じた海外展開実施

• �モノづくり伝承塾実施�
（2014年度5名参加）

• �モノづくり伝承塾の実施継続
• �チーム編成に応じた海外展開実施

グローバル
人材の育成

• �グローバル人事機能の充実
• �異文化コミュニケーション研修、IMD
研修継続
• �海外トレーニー制度の定着継続

• �欧州における営業活動の統合、教育
ツール等の共通化推進実施
• �異文化コミュニケーション研修
（2014年度106名参加）、IMD研修
（2014年度19名参加）継続実施
• �海外トレーニー制度の定着（2014年
度4名参加）

• �グローバル人事機能の充実継続
• �異文化コミュニケーション研修、IMD
研修継続
• �海外トレーニー制度の定着継続

CSRの社内啓発 • �e-ラーニング継続実施と対象の拡大
（すでに実施済拠点での年1回の継
続実施と新規グループ会社へのアプ
ローチ）
• �新入社員教育、主事研修における企
業倫理・CSR教育の継続実施
• �IMD研修でのCSR啓発継続

• �e-ラーニング継続実施と対象の拡大
実施
• �新入社員教育、主事研修における企
業倫理・CSR教育の実施
• �IMD研修でのCSR啓発実施
• �コンプライアンス教育を　　　　　
ワールドワイドで実施

• �実施コンテンツの体系を整理し、　　
e-ラーニングを継続実施
• �新入社員教育、主事研修における企
業倫理・CSR教育の継続実施
• �IMD研修でのCSR啓発継続
• �コンプライアンス教育を個別計画

3
サプライチェーン
における
社会･環境配慮

CSR調達の
推進

• �お取引先様に対してのCSRチェック
シート定期改訂、指導継続
• �お取引先様CSR監査の実施と質の　
向上
• �労働人権を中心としたCSRのトレー
ニングを人材派遣会社へ実施

• �お取引先様に対してのCSRチェック
シートにおける項目強化、指導継続
（2014年度 改善指導社数 13社）
• �お取引先様CSR監査の実施（2014年
度 13社）
• �労働人権を中心としたCSRのトレー
ニングを人材派遣会社へ実施

• �お取引先様に対してのCSRチェック
シート定期改訂、指導継続
• �お取引先様CSR監査の実施拡大
• �労働人権を中心としたCSRのトレー
ニングを人材派遣会社へ実施

紛争鉱物
（コンフリクト
ミネラルズ）
対応

• �紛争鉱物に関するSEC最終規則の解
釈についての情報収集と動向の把握
継続
• �お客様への適宜な対応継続
• �新規購入品における定期的な調査実
施と既存購入品における製錬所特定
の向上
• �SEC最終規則の解釈に応じた社内体
制の整備

• �JEITA責任ある鉱物調達検討会参画
を通じた情報収集と動向の把握実施
• �お客様への2014年度回答実績：
2,489件
• �お取引先様からの調査票回収率：
99％
• �サプライヤーのデューディリジェンス
について、具体的内容の明言がない
ため、2013年に見直した調査回答体
制を継続

• �紛争鉱物に関するSEC最終規則の解
釈についての情報収集と動向の把握
継続
• �お客様への適宜な対応継続
• �新規購入品における定期的な調査実
施と既存購入品における製錬所特定
の向上継続
• �SEC最終規則の解釈に応じた社内体
制の整備継続

お客様への
CSR対応

• �製造拠点におけるTDK CSRセルフ
チェックの定期的実施と労働・企業倫
理に関するリスク管理レベルの向上
推進
• �1回/2年の第三者監査実施継続（お
客様からの要請含む）
• �お客様からのCSR調査・監査依頼へ
の迅速かつ適宜な対応

• �製造拠点におけるTDK CSRセルフ
チェックの定期的実施と労働・企業倫
理に関するリスクアセスメントの推進
• �第三者機関による自主監査の実施
（中国5拠点）
• �お客様からのCSR調査・監査依頼へ
の迅速かつ適宜な対応

• �製造拠点におけるTDK CSRセルフ
チェックの定期的実施と労働・企業倫
理に関するリスクアセスメントの改善
推進
• �1回/2年の第三者監査実施継続（お
客様からの要請含む）
• �お客様からのCSR調査・監査依頼へ
の迅速かつ適宜な対応

4
地球環境との
共生

環境活動の推進 • �  「TDK環境活動2020」に基づく環境
活動推進
•�「カーボンニュートラルの達成」
　 • �生産活動に伴うCO2排出量（環境

負荷量）の削減：107万t-CO2以下
　 • �製品によるCO2排出削減量（環境

貢献量）の拡大：70万t-CO2以上
の貢献量達成

• �  「TDK環境活動2020」に基づく環境
活動推進
•�「カーボンニュートラルの達成」
　 • �生産活動に伴うCO2排出量（環境

負荷量）：106.8万t-CO2
　 • �製品によるCO2排出削減量（環境

貢献量）：125.1万t-CO2

• �  「TDK環境活動2020」に基づく環境
活動推進
•�「カーボンニュートラルの達成」
　 • �生産活動に伴うCO2排出量（環境

負荷量）の削減：105万t-CO2以下
　 • �製品によるCO2排出削減量（環境

貢献量）の拡大：105万t-CO2以上
の貢献量達成

日本独自の磁性材料フェライトの工業化が創業の原点であるTDK。以来、独自の技術開
発を通じて、社会の発展を支える製品を創造し続けてきました。「技術による世界への貢
献」は、TDKの事業を通じた社会への貢献であり、今後もその考えは変わることなく、
高品質な製品・サービスの提供を通じて、社会の発展に貢献し続けたいと考えています。

技術による世界への貢献

多様化するエレクトロ二クス分野へ対応すべく新製品
開発の強化拡大に努め、特に、次世代記録関連製品、移
動体通信関連のマイクロエレクトロ二クスモジュール
や、素材技術と設計技術を基盤とし、省エネルギーと
環境に配慮した車載用や次世代インフラ用デバイスの
研究開発に注力しました。

研究開発費

706億円

「	Top100
	 グローバル・
	 イノベーター」 3年連続

93.4％

重点3市場の売上比率※

重点3市場と重点5事業

1

当社では、厳しい競争環境を勝ち抜くため、ここ数年、
事業ポートフォリオの見直しや、生産拠点の最適化と
いった構造改革を実施。これらに一定の目途がついた
ことから、大規模な構造改革を終了しました。2014
年度より「重点3市場と重点5事業」に経営資源を集
中することで、成長を確かなものにするとともに、各
セグメントで収益を上げられるバランスのとれた利益
構造に転換していきます。　
※HDDヘッドおよびサスペンションを含む

※ICT：Information and Communication Technology（情報通信技術）

重点5事業

ICT※ 産業機器・
エネルギー

自動車

・インダクティブデバイス
・高周波部品
・圧電材料部品
・HDDヘッド
・二次電池

2015 年 1 月、TDK は、トムソ
ン・ロイター（米国ニューヨー
ク）より「Top 100 グローバ
ル・イノベーター 2014」を受
賞しました。当社が選定される
のは、3年連続になります。 本
賞は、特許出願だけでなく、世
界規模で優れた発明を推進して
いる企業や研究機関を評価する
ものです。選考基準は、「特許
数」「成功率」「特許ポートフォ

リオの世界的広がり」「引用における特許の影響力」が
ベースとなっており、TDKは「特許数」「成功率」お
よび「引用における特許の影響力」で高い評価をいた
だきました。

　TDKグループでは「創造によって文化、産業に貢献する」という社是の実践を通じて、
サステナブルな社会、企業の実現を目指しています。

　また、社会および自社への影響度や重要度を考慮し、「CSR観点での重要な活動項目」として
4点を選定し、PDCAサイクルを実行。ここでは、各活動項目について、

2014年度の活動実績と2015年度の行動計画を報告します。

「CSR観点での重要な活動項目」についての進捗状況
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ICT Network

私たちが開発する非接触給電製品は、
携帯電話やタブレットをはじめさまざま
な電子機器のワイヤレス給電に用いられ
ています。「置くだけ給電」という高い利
便性の提供はもちろん、従来のケーブル
式コネクタが抱えていた耐久性、防水性、
腐食などについての問題をなくし、さら
には電池交換を不要にすることで、電池
の廃棄という環境負荷も低減しています。

開発にあたっては、熱上昇を抑えつつ、
いかにコイルを小型化するかが一つの大
きな焦点となりました。最適な仕様を見
出すため、コイル形状や磁性シートの材
質、厚さの組合わせを変えてそれぞれ実
機評価するなど、地道な努力を重ねまし
た。TDKが得意とする磁性材料技術を活
かすことで、業界トップクラスの薄さや
軽さ、高効率性を実現しています。

非接触給電は、電極が露出しないとい
う安全性の高さから、補聴器などのウェ
アラブル機器やヘルスケア機器にも展開
が期待できます。今後も、最終製品の利
便性を技術力で支え、環境問題や急速に
進む高齢社会に貢献する製品を開発・設
計・製造していきます。

TDKが開発するモバイル製品向け
非接触給電システム。
利便性だけではなく、
防水・防汗の機能向上を実現。

ICT Network

モバイル製品やウェアラブル製品では、Wi-Fiや
ブルートゥースなどの無線通信機能とともに、
電力供給までがワイヤレス化されるようになっ
ています。TDKでは先進の磁性技術を活かして、
高効率・超薄型の非接触給電システムを実現。 

補聴器などの小型電子機器における面倒なバッ
テリ交換も不要にします。
このシステムは、主に補聴器やスマートウォッ
チなどのウェアラブル製品や、モバイル製品の
ワイヤレス充電で活躍しています。

■モバイル製品向け非接触給電

私たちの使命である、創造による文化、産業への貢献。
創業当時からの強みである磁性技術を

進化させ活用することで、TDKグループは
サステナブルな社会づくりに貢献します。

ここでは、TDKの注力分野で使用されている
製品についてご紹介します。

TDKの
磁性技術から
広がる未来

Industrial/Energy

技術による世界への貢献1

Automotive

日々進化し続けるネットワーク社会では、
TDKが強みとするモノづくり力で、モバイル
機器の高機能化や小型化、データセンターの
大容量化や省エネ化を実現しています。

世界中に拡大する再生可能エネルギー分野。
TDK製品ならではの特長のあるラインアップで、
地球温暖化や資源の枯渇といった環境問題の
解決に寄与しています。

ハイブリッド車（HEV）や電気自動車（EV）などの
環境対応車や、開発が進む自動運転車など、次世
代自動車のさらなる高性能化や燃費向上に貢献し
ています。

TDKの技術力で、
環境と人に優しい
社会に貢献したい

TDK Taiwan Corporation
Power Group

　陳 茂軍（Amos Chen）

TDK Taiwan Corporation
Department  Manager Power Group

　簡 鳳龍（Feng Lung Chien）右

左
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Industrial/Energy

自動車のDCT※内で使用される、マグネットと磁気センサICを
利用した非接触の位置検出センサ。マグネットの磁界の向きに
応じたセンサ素子の出力変化により、検出対象物の移動距離を
高精度で測定することが可能です。水中や油中などでも使用で
き、ノイズ環境でも安定動作するという特徴を持つため、自動車
用途の各種ポジションセンサとして最適です。

■ポジションセンサ

Automotive

正確な温度の検知・モニタリングは、産
業用ドライブの IGBT パワーモジュール
を最高の効率で動かすために欠かせませ
ん。 大手半導体メーカーと協働のもと目
指したのは、小さく、かつ丈夫で精密な
ウェハベースの温度センサでした。開発
段階では、TDK の技術を最大限に活か
し、最適な接合のためのメタル化をどう
するか、高温・高圧となる半導体の組み
立て工程に耐えられる部品をいかにつく
るかといった課題に、繰り返し挑戦。完
成した S860 SMD NTC センサ素子は、
125℃の高温下でも微妙な抵抗値の変化
が検出可能です。それにより、IGBT パ
ワーモジュールが最も高効率に動く限界
温度での稼動が実現し、産業用ドライブ
のさらなる省エネルギー化につなげてい
ます。

今後私たちが目標とするのは、次世代
型パワーモジュールに用いるための
200℃まで対応可能な新製品の開発です。
埋め込み型 NTC センサ素子の製品ライ
ンアップの拡充を通し、さらなる省エネ
ルギーへの貢献を目指します。

※DCT（Dual Clutch Transmission）とは

自動車に用いられるトランスミッション（変速
機）の一種。クラッチとギアを2系統持ち、交互
につなぎ変えながら変速することで、従来の
ATやMTに比べて変速時のエネルギーロスを
大幅に削減します。車の燃費向上やスムーズな
ギアチェンジによる快適走行を実現する方式と
して、近年注目が高まっています。

より小さく、丈夫で精密な温度センサが
高い機能性と省エネルギーを実現。

TDKの磁性技術が実現した
高精度なポジションセンサで、
車の燃費向上・快適走行に貢献。

電気的な接点が上下両面に露出したウェハ（半
導体でできた薄い基板）をベースにした小型セ
ンサで、IGBTパワーモジュールと呼ばれる半導
体デバイスに直接埋め込むことができます。
IGBTパワーモジュールは、産業用機器の周波数

コンバータにおいて電力をコントロールする役
割を果たす重要な部品です。NTC温度センサ素
子は、産業用・自動車用ドライブの省エネルギー
タイプのIGBTパワーモジュールに搭載され、温
度のモニタリングと制御を支えています。

■NTC温度センサ素子

物体の移動距離や回転角度を非接触で
検知するポジションセンサは、DCTでも
ギアの動きを正確に捉えるために欠かせ
ない部材です。今回開発したのは、3つ
の磁石を可動体に取り付け、動きに伴っ
て起きる磁界の変化を数十ミリの範囲ま
で高精度に測定するというもの。耐環境
性に優れた磁石を用いることで、高温や
塵埃、水、油などに晒される自動車内の
過酷な環境でも安定的に測定できるのが
特長です。創業以来培った磁性技術が、よ
り小さな磁石で広範囲を的確に検知でき
るようなレイアウトを実現し、省資源に
もつなげています。

今回の挑戦には、必要とされる機能・品
質を実現するまでに多くの苦労がありま
した。何度もお客様のもとに足を運んで
スペックを整合し、社内でも部署を越え
たメンバーで議論を重ね、さまざまな課
題を一つひとつクリアしていきました。自
動車のエネルギー効率改善に貢献する製
品として、今後もお客様と社会の期待に
応えていけるよう、チーム一丸となり機
能向上に取り組んでいきたいと思います。

産業用機器の高い
効率性を支える
製品を開発します
Sensors BG, Head of Product 
Marketing for NTC Sensor Elements

Dr. Lutz Kirsten

チーム一丸となり、
お客様の信頼に応える
品質実現へ
TDK株式会社
センサB.Grp センサ部応用製品課車載グループ 課長

　福岡 誠二
TDK株式会社
センサB.Grp センサ部応用製品課車載グループ 係長

　大山 俊彦右

左

技術による世界への貢献1
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TDKが創る未来社会
当社独自の技術や製品を明るい社会の創造に活かしたい――
そんな想いのもと、エレクトロニクスの可能性に挑み続けるTDKが、
未来に向けて目指す貢献の形をご紹介します。

いつまでも自分らしく
いきいきと暮らせる社会へ
——メディカル・ヘルスケア分野への応用　

先進国を中心に世界規模で上昇する高齢化率。年齢を重ねても自分ら
しく元気に暮らしたいという誰もが抱える願いに応えるため、TDKは技
術革新を続けています。

健康で快適な暮らしを支える多彩なメディカル・ヘルスケア機器が増
える中、それらの充電の利便性を高めるのがTDKの非接触給電技術で
す。置くだけの簡単なワイヤレス充電は、感電・ショートの危険をなく
し、人に優しい機器をサポートします。

また、疾病の治療に先駆けて重要になる予防医療では、TDKの磁気セ
ンサ技術が応用され、メディカル・ヘルスケア分野のさまざまな装置に
搭載された高性能なセンサの活躍も期待できます。たとえば、体内の血
液循環まで正確に把握し、血栓などの異常があれば早期に発見すること
で、深刻な病気への進行を防ぎます。さらに、センシング技術により人
の神経信号を感知することで障がいを持つ人の動きをサポートするなど、
重労働になりがちな介護者の負担軽減に役立つ製品開発を通して社会に
貢献していきます。

地域資源と要素技術の
融合における新しい価値提供
——エネルギー分野での貢献

たとえば日本では、「エネルギー自給率の低さ」「地方での産業の衰退」
という2つの軸での社会課題の解決に向けて、TDKは地域資源と要素技
術の融合によって、新しい価値の提供を目指します。

TDKのセンシング技術を活かすことで、従来は経験や感覚に頼ってき
たさまざまな事業でIT化を促進。地域産業を「儲かるビジネス」へと育
てます。一方、その地域に必要な電力には自然エネルギーを最大限に活
用。TDKのパワーエレクトロニクス製品や、エネルギー変換・伝達のロ
スを抑えるノイズ対策部品が、エネルギーの効率利用を支えます。また、
周辺環境の熱や振動、圧力、温度差など微小なエネルギーを有効活用す
る領域でも、TDKの研究開発は進んでいます。

気候変動や世界人口の増加により、安定的なエネルギーの調達が難し
くなる中、エネルギーの地産地消を実現し、それを通じて活力ある地域
づくりに貢献します。

TDKでは、従業員を「社是の実現のための最も重要な財産の一つ」として捉えています。
「企業の永遠の繁栄の源泉は人の育成にある」という考えにのっとり、従業員一人ひとり
が個人として尊重され、それぞれの能力や可能性を自律的かつ最大限に伸ばすことが重
要と考えており、重要な活動項目の一つに定めています。

人材の育成

TDKでは2010年より、次代の経営幹部や工場長育成
の一端を担う研修プログラム「モノづくり伝承塾」を
開講しています。この研修は、モノづくり全体の工程
を見据えて全体最適を考えることのできる「モノづく
りリーダー」を育成しています。TDKの「モノづくり
精神」を次代に伝えていくことを目標に掲げ、自分で
考え、実行し、学ぶという「自修自得」の精神を基本
とする多彩なプログラムを展開しています。

モノづくり伝承塾
参加者数

（過去累計）

今後のさらなるグローバルビジネス拡大を見据え、海
外トレーニー制度を2010年に制度化しました。

1.異文化の理解とその活用
2.グローバルビジネス能力の体得
3.人的ネットワーク構築

を目的として、若年層を対象に、海外の現地法人への
1年間の派遣を計画的に実施しています。また、日本
から海外へのトレーニー派遣だけでなく、海外から日
本への派遣も行われています。

海外トレーニー
参加者数

（過去累計）

人材の真のグローバル化、グループ内での国を越えた
連携の強化を目的として、世界各地のTDKグループ現
地法人幹部候補生を対象としたIMD 研修を、1997 年
から実施しています。毎回約1 週間にわたる合宿研修
のスタイルで、講義やワークショップを通じて、参加
者がTDKの企業理念をより深く理解し、広い視野と経
営的な視点を身につけること、そして、グローバルな
人的ネットワークを築くことなどを目標としています。
すでに修了者からは現地法人の社長も輩出されており、
TDK グループの人材育成において重要な役割を担っ
ています。

IMD研修
参加者数

（過去累計）

ビジネスフィールドがグローバルになった今日、異文
化コミュニケーション能力は海外赴任者などの特定の
人だけではなく、従業員全員に必要なスキルとなりつ
つあります。TDKでは、e-ラーニングを中心とした語
学教育の支援強化のほか、異文化コミュニケーション
研修を地域別に増強して、グローバルビジネス能力の
向上に努めています。

異文化コミュニケーション研修
参加者数

（過去累計）

2

95名

19名285名

426名
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